
第 6回年金記録確認第三者委員会基本部会 会議次第

日時 :平成 20年 3月 27日 (木)16:15-18:00
場所 :フロンティア小石川ビル9階大会議室

【議題】 

1 社会保険事務所における事務処理の促進について(莱) 

2 中央第三者委員会の今後の活動について(莱) 

3 年金記録問題に関する関係閣僚会議について 

4 その他

【配布資料】

資料 1 第三者委員会送付前の社会保険事務所段階における

処理の促進について (莱)

資料 2 年金記録問題に関する今後の対応 (総務省部分抜粋)

資料 3 第三者委員会送付前の社会保険事務所段階における

処理手続き

資料 4 年金記録問題に関する関係閣僚会議関連資料

資料 5 社会保険事務所等における相談体制の強化について

資料 6 第三者委員会における審議状況等



第三者委員会送付前の社会保険事務所段階における処理促進について (寡)

平成 20年 3月 27日

年金記錠確認中央第三者委員会

社会保険庁においては､これまでのあっせん事案を踏まえ､下記の国民年

金に係る申立ての場合については､処理の迅速化を図るために､平成 20年4

月中速やかに､年金記録確認第三者委員会送付前に社会保険事務所段階にお

いて年金記録の職権訂正 (職権訂正後は､申立てを取り下げていただくこと

により処理)を開始するよう期待する｡

なお､当委員会においては､今後のあっせん事案の集積等を踏まえ､厚生

年金保険を含め上記職権訂正の範囲の拡大について検討する｡

記 

1.	 申立内容に対応する確定申告書 (控)がある場合 

2.	 申立内容に対応する家計簿がある場合 

3. 申立内容に対応する口座振替記録がある預貯金通帳や金融機関の出金

記韓がある場合 

4.	 現年度納付の申立てであって､未納期間が短期間 ( 1回､かつ 1年以下

で残余の期間は納付済み)であり､かつ納付を認める積極的な事情 (配

偶者が納付済み等)がある場合

ただし､以下の場合には､上記職権訂正の対象外とする｡

･制度及び記緑等により､納付を行うことが困難な状況にあったと確認

される申立ての場合 (未加入期間に対する申立て等)

･平成 9年 1月以降の納付についての申立ての場合



平成 20年 1月 24日

年金記録問題に関する

関 係 閣 僚 会 議

年金記録問題に関する今後の対応 (総務省部分抜粋)

年金記録確認第三者委員会の事案処理の強化 

(1)当面の審議の促進

年金記録確認第三者委員会においては､昨年秋以来､委員を 338人から 5 
38人へ増員､事務局職員を 468人から 877人へ増員､審議チームを 54チー

ムから 118チームに増やすなど体制の拡充を行ってきたところであり､さらに､

あっせん事例集の整備等を行うことにより､各地方委員会の迅速な処理の推進

を図り､処理件数の大幅な増加を図る｡

また､更に処理のスピードアップが必要な地域 (大都市を抱える都道府県 15

カ所程度)の一層の体制の強化(審議チームを約 50増)に早急に取り組む｡ 

(2)本年 4月以降の取組み

上記の審議促進策を踏まえ､本年 3月末までに申し立てられた事案について

は､概ね 1年を目途に処理を終えることとする｡

また､本年 4月以降に申し立てられる事案については､①第三者委員会送付

前の社会保険事務所段階における処理促進､②社会保蔭労轟土面協方をも

立てに関する相談･調査の充実､(罫申立件数を勘案した一層の体

制強化等を講じることにより､迅速な処理を進める｡



第三者委員会送付前の社会保険事務所における処理促進
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平成 20年 3月 14日
年金記録問題に関する
関係畝傍会議 資料

｢5000万件｣の名寄せ及び｢ねんきん特別便｣送付の進捗状況 (3月14日現呑γ画 

○	 昨年7月5日に政府 .与党連絡協議会でとりまとめた｢年金記録に対する信糎の回復と新たな年金記録管理体制の確立について｣
においては､本年3月までを目途に､｢5000万件｣の未統合記録と1億人の年金受給者･現役加入者の方々の記録をコンピュータ上で
突き合わせ､その結果記録が結び付く可能性がある方々へ､｢ねんきん特別便｣をお送りするとされていた｡ 
O｢5000万件｣の未統合記録と1億人の年金受給者･現役加入者の記録のコンピュータ上での突合せ (名寄せ)は､3月6日に完了｡
その結果記録が結び付く可能性がある方々への｢ねんきん特別便｣の発送は､予定通り､3月21日までに完了する予定｡ 

○ 残る記録については､4月以降も､

･4月から5月までにすべての年金受給者に､6月から10月までにすべての現役加入者に､｢ねんきん特別便｣をお送りし､国民お-人
お一人に記録をご確認いただく､

･これと並行して､記録の内容に応じた調査･照会等の対策を講じる

ことにより､記録の解明･統合を粘り強く進めていく｡


計



｢未統合記録の全体像｣の推移 
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過去の事業所･居住市町村-の府会を検討



｢年金記録問題についての今後の対応に関する工程表｣の主なポイント 

[∃ 平成19年度に送付する｢ねんきん特別便｣
くコンピュータ上の突合せで結び付く可能性のある方(約1,030万人))

より多くの方々に｢正しく回答いただくこと｣｢必ず回答をいただくこと｣ 
r窓口に連絡･相談いただくことJが重要

訂正あり

｢⊂ゝ
訂正なし

｣=ゝ -く==妄-
回回答答ななしし

ははががききでで督督促促 
(4月下旬)

相談 ー記最の調査.確認
一統 合一裁定変更 (再裁
定)

結び付く可能性が高い記録
がある場合､電話や訪問に

よる｢入念的な照会｣を継続
して実施 くこコ -

[ 0 ねんきん特別便｣∃ 平成2年度に送付する｢
(① 4･5月年金受給者 (約3,300万人)② 6月-10月現役加入者 (約6,200万人))

く① 受給者	 ) (② 加入者 )

直接送付 会社勤務の方-は会社経由

より多くの方々から記錠確認の上､｢必ず回答をいただくこと｣が重要

回答なし 

-くこ=>- 讐 ㌢ 環 豊

･老人クラブ-介護 .福祉事業 ･各種経済団体､業所管省庁
者､民生委員等と連携した回 記最の調査･ .等と連携した回答の呼びかけ
答の呼びかけ 確認ー統合 ･｢加入者特別便連絡協議会｣ 

･｢受給者特別便連絡協議会｣ (補正) (仮称)の設置
(仮称)の設置 ･事業主の協力を得た回収状 

･ はがきで督促

(6月下旬) [司厚生年金旧台帳等の記録 (,3万件 16 -の対応140	 3万件)

○ コンピュータの記録との突合せを行い､記録が結び付く可能性がある方に｢記録のお

回｢今後解明を進める記録等｣の解明.統合	 
知らせ｣を送付 

(* 平成19年 12月11日公表時 ;1,975万
.

件) 

0 解明作業の進展等を踏まえ､ 0 漢字力ナ変換記録150万件について､調査のための補正作業中 

｢未統合記録の全体像｣について 0 記録の内容
0 平成20年度に､記録の解明の取組を集中的.計画的に実施し､順次鞍り込みを図る 過去の事業所.居 住市町村-

新たな推計を実施(260万件漉少) (彰 住基ネットの活用.お知らせの送付 の照会を検討 
･日々の相談･裁定で逐次統合

に対応した解 r基礎年金番号を有していない生存者｣5年以内の死亡者｣	 なお本人特定がで きない記録
l ｢

基礎年金番号の記緑を旧姓に置き換え､コ

等の特定

ンピュータ上の突合せを実施

○

○

･第2次名寄せにより94万件の 明作業を実施 ② 旧姓履歴データの整備.突合せ.お知らせの送付	 の取扱いを検討(例 :公示等)

持ち主の可能性のある方を特定	 
③ 死亡している受給者の記録との突合せ 



31

と:
1/J> 
･｣::
3 't<1-ニ一ヽ-_

I:
/I･一･LLI -=-一･･iI'. .---

i･Lや 

当面の審議の促進

昨年秋以来､委員を 

員を 468

人から 5 人へ増員､事務局職

人から 877人へ増員､審議チームを 54チームから 

38338

118

を進める｡

チームに増やすなど体制の拡充を行ったところであり､

さらに､あっせん事例集の整備等を行うことにより､各地

方委員会の迅連な処理の推進を図り､処理件数の大幅な増

加を図る｡

本年 4月以降の取組

本年 3月末までに申し立てられた事案については､概ね 

1年を目途に処理を終えることし､本年 4月以降に申し立て

られる事案については､(∋第三者委員会送付前の社会保険

事務所段階における処理促進､②社会保険労務士の協力を

得つつ､申立に関する相談 ･調査の充実､③申立件数を勘

案した一層の体制強化等を講じることにより､迅速な処理

EjZF′-t

《これまでの実施状況》 

○ 年金記録確認第三者委員会の審議状況

社会保険事務所等で受け付けた件数

第三者委員会に送付された件数

45

30

,

,774件 

600件 

第三者委員会で処理を終了した件数 154, 0件 

F


年金記録の訂正が必要であるとのあっせん件数

年金記録の訂正が不要であるとの決定件数

訳 :申立てが取り下げられた件数 4g二;:Z26蓋 〕 

30

13

17

- 第三者委員会の処理件数は昨年 7月から 9月までの 3

カ月間の合計が 2

件､本年 1月 7 件､2月 1 件4,

件であったものの､10月 281件､ll

月 488件､12月 5

と処理件数が増加



○ 年金記録確認第三者委員会の体制を拡充する｡

委員数 338人 - 538人 (3月 1日現在)

事務局職員 468人 - 912人 (3月 1日現在)

審議チーム 54チーム - 118チーム (3月 1日現在) 

- 更に処理のスピー ドアップが必要な地域(大都市を抱え

る都道府県等)において､本年 4月を目途に一層の体制の

強化 (審議チームを 50以上増)に取組中 

○	 あっせん事例集を整備し､各地方第三者委員会を始め関係方

面に提供する｡ 

○	 社会保険労務士の協力をも得つつ､申立てに関する相談 ･調

査の充実を図る｡ 

-	 年金記録第三者委員会に関する相談対応を全国社会保

険労務士会連合会に依頼し､具体化に向け検討中 (事務マ

ニュアル作成中)

《今後の取組》 

○ 本年 3月未までに申立てられた事案については､

･	 審議チームの増と一回当たりの処理件数の増により､概ね 

1年を目途に処理する｡ 

○ 本年 4月以降に申立てられる事案については､

･	 これまでのあっせん事案等を踏まえ､第三者委員会送付前

の社会保険事務所段階における処理を促進する｡

･ 申立件数を勘案した一層の体制の強化により処理を促進する｡



平成 20年3月 19日

相談体制の強化について 年金業務 ･社会保険庁

監 視等委 員会 資料

社会保険事務所等の相談体制の拡


｢ねんきん特別便｣の送付の本格化に伴い､相談体制を順次拡充｡
 

ねんきん特別便専用コールセンターの最大席数
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社会保険事務所の窓口相談

･ 来訪相談用の臨時相談窓口の設置

○
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･社会保険庁 O､社会保険労務士等に協力を求め､相談窓口に配置

･来訪相談の増加､相談後の記録の確認 ･補正業務に他の部門の職員を弾力的に配置

･事務所間の職員の配置の弾力化
 

出張相談等の実施


社会保険労務士の協力による相談の実

身近な場所で気軽に相談できるようにするため､社会保険労務士の協力を得て､以下について着手｡

･全国の社会保険労務士事務所及び都道府県社会保険労務士会の年金相談センターで相談を実施

･協力を得られる市区町村､郵便局､農漁協において､社会保険労務士による相談を実施

(WM)を貸与

B

○
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0 13..
2
()2
021..
2
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･各都道府県社会保険労務士会に窓口装置 

･ これらの取組に係る周知 ･広報
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年金記緑確認第三者委員会における審議状況

平成 20年 3月 24日現在

社会保険事務所等での受付件数 47, 400件 

(※
 3月 23日現在｡社会保険事務所等での受付件数の他､社会保険庁

年金審査記録チームからの引継分を含む ) 

(内訳 )厚生年金 18, 377件 

国民年金 29,023件 

第三者委員会への送付件数 32, 568件 

(※
 3月 21日現在｡社会保険事務所等での受付件数の他､社会保険庁

年金審査記録チームからの引継分を含む) 

(内訳)厚生年金 12, 490件 

国民年金 20, 078件 

審議開始件数 + ___ 9, 303件

(※
 3月 21日現在｡処理済み件数を含む｡ ) 

(内訳)厚生年金 3

6
 

6r]l 
]1 L

2

1
 

件

件国民年金 4
 

あっせん件数 2, 262件 

(内訳 )厚生年金 382件 

国民年金 1,880件

訂正不要件数 2,640件 

(内訳 )厚生年金 828件

国民年金 1,812件

申立取下げ件数 449件 

※ 取下げを含めた処理済み件数 : 5,351件 (対受付件数 : 11.29%) 

(対送付件数 : 16.43%) 





年金記録確認第三者委員会の今後の処理見込み 

1 平成 20年 3月未までの受付件数の見込み

約 5万件 (平成 20年 3月 11日現在 45,600件) 

2 平成 20年 3月未までの処理件数の見込み

約 5千件 (平成 20年 3月 7日現在 4, 150件) 

3 今後の処理について 

(平成 20年 3月未時点)

申立見込み件数 (A) 処理見込み件数 (B) 要処理件数 (A-B) 

(今後の処理の見込み)

一週当たりの処理件数 (a) 審議チーム (b) 処理見込み件数 (aX b) 

5-6件 (× 50週 ) 168チーム 45, 000件




